
３Rの取組と分別したごみのリサイクルについて 

 

 

 

         

 

庄原市ゼロカーボンシティ宣言
このたび庄原市では、次世代を担う子ども達により良い環境を残すため、市

全体で脱炭素社会の実現に向けた取組を進め、機運の醸成を図る目的で、庄原

市地球温暖化対策計画の追加改定と同時に、ゼロカーボンシティ宣言を行いま

した。 

１.宣言日：令和６（2024）年４月８日 

２.宣言文：裏面の通り 

詳細については、右記の QR コードをご確認ください。 

 

つぎに、脱炭素社会につながる取組みの一つをご紹介します。 

 

３R は、資源を有効的に繰り返し使う社会（＝循環型社会）を実現するための重要なキーワード
です。さらに、ごみが減ると市のごみ施設で処理する量も減少するため、温室効果ガスの削減にも
つながります。 

皆さんのご協力をお願いします。  
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分別したごみは、資源として生まれ変わっています。 

ペットボトル → 圧縮・梱包 → 搬出 → 破砕・洗浄されてマテリアル原料に 

空き缶 → 破砕・磁力選別 → 圧縮→ スチール資源、アルミ資源に 

『混ぜればごみ、分ければ資源』 引き続き分別にご協力お願いします！！ 

まずはごみを減らして、繰り返し使って、最後にリサイクルするという優先順位 

なんですね。じゃあ、私たちが分別して出したごみは、どんな風にリサイクルされて

いるの？ 

 
まだ使えるかも？        

●不要なものは人に使ってもらう 

●詰め替え商品を利用する 

●リサイクルショップを利用する 

 

 
生まれ変わるかも？                                

●正しく分別する 

●再生して作られた商品を利用する 

●食品トレイはスーパーなどの店頭回収へ 

 

 
もっと減らせるかも？                       

●マイバッグを持って買い物に行く 

●食料などの買いすぎに注意する 

●使用頻度の低いものはレンタルする 

 

庄原市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

（https://www.city.shobara.hiroshima.jp/main/life/environment/post_1701.html） 




